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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
維
持
・
増
進
の

た
め
行
方
市
と
協
力
し
予
防
か
ら
治
療
、
そ
し
て

在
宅
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
「
健
康
教
室
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
更
に
、
地
域
医
療
構
想
を
見

据
え
「
一
時
的
に
入
院
が
必
要
な
方
」「
も
う
少

し
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
方
」「
施
設
待
ち
の
方
」

「
治
療
は
一
段
落
し
た
が
も
う
少
し
経
過
観
察
が

必
要
な
方
」
が
入
っ
て
い
た
だ
く
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
の
運
用
を
開
始
し
よ
り
一
層
、
患
者
さ
ん
が

不
安
な
く
自
宅
へ
の
退
院
・
介
護
施
設
へ
の
入
所

に
移
行
で
き
る
よ
う
在
宅
復
帰
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

か
ら
病
棟
へ
移
行
し
多
く
の
患
者
さ
ん
が
利
用
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
の
年
で
あ

り
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か

り
で
す
が
、
今
年
の
干
支
は
【
戌
】
由
来
、
縁
起

話
を
調
べ
て
み
ま
す
と
【
犬
】
は
社
会
性
が
あ
り

忠
実
で
人
と
の
付
き
合
い
も
古
く
親
し
み
深
い
動

物
。
と
言
わ
れ
「
地
盤
を
守
る
」
商
売
で
言
え
ば

売
買
後
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
や
更
に
親
し
く
な

る
年
と
言
わ
れ
そ
の
特
徴
は
「
勤
勉
で
努
力
家
」

と
書
か
れ
て
お
り
知
識
を
蓄
え
る
に
も
最
適
な
年

で
す
。
看
護
職
と
し
て
の
能
力
を
磨
き
地
域
医
療

連
携
を
図
り
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
地
域
に
根

ざ
し
た
中
核
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

方
々
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
・
看
護
の
質
向
上
に
向

け
て
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
厚
生
連
で
は
、
病
院
の
グ
ル
ー
プ
化
の
取

組
み
を
行
い
、
地
域
性
や
医
局
体
制
を
考
慮
し
病

院
間
の
相
互
連
携
の
強
化
を
図
り
、
当
院
は
、
土

浦
協
同
病
院
と
の
一
体
化
を
実
施
し
、
地
域
住
民

に
信
頼
さ
れ
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

病
院
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
は
医
療
と
介
護
の
同
時
改
定
が
あ
り
、
国

は
医
療
費
の
抑
制
を
進
め
て
お
り
、
現
場
の
医
療

機
関
に
と
っ
て
は
治
療
・
診
療
の
ル
ー
ル
が
厳
格

に
な
り
そ
う
な
改
定
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
「
２
０
２
５
年
問
題
」
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
問
題

と
は
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
方
々
が
75

歳
を
超
え
、
後
期
高
齢
者
と
な
ら
れ
る
時
に
起
こ

る
介
護
・
医
療
費
な
ど
の
社
会
保
障
財
政
崩
壊
の

問
題
で
す
。

今
後
の
医
療
機
関
は
、
地
域
の
皆
様
の
健
康

維
持
と
疾
病
に
対
す
る
予
防
・
啓
発
、
重
症
化

を
抑
え
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
目
と
な
り
ま
す
。

当
院
に
お
い
て
も
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
皆
様
の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が

健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
地
域
の
皆
様
に
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

本
年
も
地
域
の
医
療
を
担
う
医
療

機
関
と
し
て
、
診
療
機
能
の
向
上
を

は
か
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
近
２
年
ほ
ど
、
厚
生
連
は
経
営

上
の
困
難
に
直
面
し
、
一
部
報
道
も

さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
連
本
所
と
各
６

病
院
が
一
丸
と
な
っ
て
、
各
種
改
革

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、

三
位
一
体
運
営
を
特
徴
と
す
る
、
病

院
間
の
連
携
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
各

病
院
の
機
能
分
担
・
充
実
を
図
る
改

善
策
で
す
。
当
院
で
は
、
新
築
移
転

に
よ
り
距
離
が
近
く
な
っ
た
土
浦
協

同
病
院
と
の
様
々
な
連
携
を
実
行
し

て
お
り
ま
す
。
病
院
名
の
変
更
、
当

直
医
の
確
保
、
外
来
診
療
科
の
増

加
、
患
者
さ
ん
の
疾
患
と
重
症
度
に

よ
る
診
療
の
分
担
で
す
。
当
院
で
長

年
課
題
で
あ
っ
た
救
急
医
療
は
、
土

浦
協
同
病
院
の
機
能
高
度
化
に
よ
っ

て
、
１
次
２
次
救
急
は
当
院
で
し
っ

か
り
担
い
、
高
度
救
命
救
急
な
ど
の

３
次
救
急
は
土
浦
協
同
病
院
で
、
と

い
う
連
携
体
制
で
充
実
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
切
れ

目
の
な
い
診
療
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
く
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
少
子
化
が
進
行
す
る
な

か
、
茨
城
県
地
域
医
療
構
想
で
は
、

鹿
行
地
域
は
近
い
将
来
回
復
期
病

棟
が
不
足
す
る
と
の
見
通
し
で
す
。

当
院
で
は
す
で
に
回
復
期
病
棟
を

運
営
し
て
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
の
充
実
が
基
礎
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
末
に
患
者
さ
ん
の
在
宅

復
帰
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
を
導
入
し
、
本

年
の
早
い
時
期
に
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
準

備
を
現
在
す
す
め
て
い
ま
す
。

急
性
期
病
棟
、回
復
期
リ
ハ
病
棟
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
今
後
運
営
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
切
れ
目
の
な
い
ニ
ー
ズ
に
よ
り

合
う
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

医
師
不
足
は
ま
だ
解
消
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
院
も
医
師
の
確
保
に

苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、

常
勤
の
小
児
科
医
が
異
動
と
な
り
、

皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
す
ぐ
に

医
師
不
足
が
解
消
さ
れ
る
妙
案
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
方
市
、
茨
城
県
、

筑
波
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
医
師
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

病院長

亀田　尚徳

事務部長

大畠　民部
看護部長

森田　町子

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す



今
年
度
は
鉾
田
市
立
大
洋
中
学
校
よ
り
5
名

の
生
徒
さ
ん
が
当
院
の
職
場
見
学
に
来
て
頂
き

ま
し
た
。

白
衣
に
着
替
え
各
部
門
を
見
学
し
職
員
か
ら
説

明
を
聞
く
事
で
、
各
々
の
職
種
の
重
要
性
や
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
患
者
様
と

触
れ
あ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。模
擬
手
術
室
で
は
、

電
気
メ
ス
で
鶏
肉
を
切
開
し
た
り
、
医
療
用
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
人
形
を
使
い
心
音
や
呼
吸
音
を
聞
い

た
り
と
医
師
・
看
護
師
の
実
際
の
仕
事
の
一
部
を

体
験
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
病
院
の
感
想
を
聞

く
と
「
笑
顔
で
患
者
さ
ん
と
触
れ
合
う
事
で
入
院

中
の
不
安
を
安
心
に
変
え
て
い
る
の
で
す
ね
」「
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
心
温
ま
る
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
職
場
体
験
で
、

御
忙
し
い
中
御
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
関
係
各

所
の
方
々
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
主
任　

大
内
智
之

職
場
体
験

中
学
生
の

内科部長　髙部和彦
ビタミン D低下例の頻度について、
8月に関東農村医学会総会で報告しま
したが、今回、日本農村医学会総会
でも報告しました。今回の症例数は
618 例で、多変量解析を行い、女性、
車椅子使用、50 歳以下の例、冬～春
の測定でビタミン Dの低下例が有意
に多いことを報告しました。平成 30
年度の厚生連研究課題に「病院勤務
者におけるビタミン D低下症の頻度」
を応募するつもりです。課題がもし
採択された場合は是非ご協力をお願
い致します。

学会報告　第 66 回 日本農村医学会学術総会報告

行
方
市
の
市
民
イ
ベ
ン
ト「
第

4
回
な
め
が
た
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
11
月
11
・
12
日
の
両
日
、
霞
ヶ

浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
当
院
も
血
管
年
齢
測
定
、

腰
痛
・
ひ
ざ
痛
相
談
の
ブ
ー
ス

を
開
設
し
、
多
く
の
来
場
者
に

好
評
で
し
た
。
血
管
年
齢
測
定

で
は
、
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る

一
方
で
、
真
剣
に
相
談
し
て
く

る
方
も
多
く
、
あ
ら
た
め
て
健

康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
様
に

地
元
住
民
の
方
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
大
切
に
す
る
病
院
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
務
次
長　

湯
原
久
之

平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）、
土
浦

市
の
ロ
ー
ブ
に
て
平
成
29
年
共
助
会

大
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
亀
田

病
院
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
忘
年
会

が
始
ま
り
、
今
年
は
例
年
と
趣
向
を

変
え
、
行
方
市
出
身
で
歌
手
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る
堀
田
康
平
さ
ん

を
迎
え
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
歌
も
然
る
こ
と
な
が
ら
20

歳
の
イ
ケ
メ
ン
で
、
終
了
後
の
ご
本

人
と
の
記
念
撮
影
も
大
人
気
で
、
会

場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
忘
年
会
と
は
『
年
内
の
嫌
な
こ
と
や
苦
労
を
忘
れ
る
会
』
と
い

う
こ
と
で
、
参
加
し
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
を
し
な
が
ら

会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

事
務
次
長　

湯
原
久
之

共
助
会
大
忘
年
会
を
開
催

「
な
め
が
た
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
参
加
し
て

当院のブースは大盛況

ミニコンサート

鉾田市立大洋中学校の生徒さん

中
学
生

中
学
生

たいへ
ん

よくで
きまし

た

摂食嚥下障害看護認定看護師　仲田真理子
沖縄県宜野湾市で開催された第 66 回日本農村医学会学術総会にて「OHAT
試用における看護師の意識変化」についてポスター発表を行ってきました。
口腔内を清潔に保つ
ことは、様々な疾病の
予防になると言われて
います。今後も、口腔
ケアを充足させるため
に医療者に対しての啓
蒙活動や患者さんへの
ケアをおこなっていき
たいと思います。



Q. 採血・採尿では何がわかるのですか ?
A.【採血】
・ 血球検査： 白血球や赤血球などを調べます。貧血の有無や異

常な細胞が増えていないかなどがわかります。
・ 凝固検査： 血液が固まる働きと、固まった血液を溶かす働き

を調べます。
・ 生化学検査： 血液中に含まれる糖、蛋白質、電解質、酵素から、

栄養状態や臓器の異常を調べています。
・ 免疫・血清検査： 感染症、腫瘍マーカー、アレルギーなどを

調べています。
【採尿】
尿定性検査：糖、蛋白、潜血反応などを調べます。
尿沈渣：尿中の細胞成分や細菌の有無を顕微鏡で観察します。
※ 女性の場合、生理の影響で血液が混入し潜血（+）と判定されてしまうことがありますので、
生理中に尿検査があるときはスタッフに教えていただけると助かります。

採血・採尿の検査データについての詳しい解説は総合受付に置
いてあります。ぜひご覧ください。

Q. 採血・採尿の検査結果はどのくらいでわかりますか ?
A.【採血】 およそ1時間で結果を報告しています。なお、特殊な

検査では結果報告までに数日かかることもあります。
【採尿】 定性検査の結果は約 10分、尿沈渣がある場合でも

30分ほどで結果を報告しています。

Q. 採血を行う際に、複数の採血管で採ることがあるのは
なぜですか ?

A.  各採血管の中には異なる薬品が入っています。検査の種類によっ
て薬品による処理が異なるので、検査項目が多い患者さんは採
血管の本数も多くなります。他にも検査に必要な血液の量が多
く、同じ種類の採血管を複数本採らせてもらうこともあります。

Q. 採血や採尿で採り直しをお願いされることがあるのは
なぜですか ?

A.【採血】 採血に時間がかかり過ぎると血液が固まってしまうこ
とがあります。また、血液を引き込む陰圧で赤血球が
壊れて中の成分が漏れ出してしまうことがあります。
これらは検査の結果に影響を与えます。やむを得ずこ
のようなことが起きてしまった場合、採り直しをお願
いしています。

【採尿】 採り直しをお願いする理由のほとんどは尿量の不足で
す（検査項目により必要な尿量は異なります）。

臨床検査部

前
回
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
に
よ
る
膝
の
痛

み
の
原
因
に
つ
い
て
姿
勢
の
面
か
ら
解
説
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
具
体
的
な
運
動
方
法
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

体
幹
に
つ
い
て

腰
が
曲
が
っ
た
姿
勢
や
反
っ
た
姿
勢
に
よ
る

膝
の
痛
み
が
出
な
い
よ
う
に
体
幹
や
股
関
節
の

運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
体
幹
に
つ
い
て

で
す
。
お
腹
ま
わ
り
の
安
定
性
と
胸
郭
（
み
ぞ

お
ち
周
囲
）
の
柔
軟
性
が
大
切
で
す
。
お
腹
ま

わ
り
が
し
っ
か
り
と
安
定
す
る
た
め
に
は
、
上

体
お
こ
し
の
よ
う
な
腹
筋
運
動
を
多
く
行
え
ば

よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
腹
の
奥
の
筋

肉
（
腸
腰
筋
や
多
裂
筋
）
が
働
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
ら
の
筋
肉
を
働
か
せ
る
た
め
に

は
、
図
１
の
よ
う
な
も
も
上
げ
運
動
が
効
果
的

で
す
。
図
２
の
よ
う
に
、
実
施
す
る
際
に
体

が
後
ろ
に
倒
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
胸
郭
の
柔
軟
性
が
な
い
と
、
歩

く
際
に
膝
に
捻

じ
れ
の
力
が
働

き
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ

う
な
柔
軟
性
を

向
上
さ
せ
る
方

法
と
し
て
、
肋

骨
を
左
右
交
互

に
動
か
す
よ
う

に
図
３
・
４
の

よ
う
な
運
動
を

行
っ
て
み
て
下

さ
い
。
こ
の
際
、
腰
が
反
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

股
関
節
の
運
動
に
つ
い
て

股
関
節
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
図
５
の
よ
う

な
股
関
節
の
柔
軟
性
を
高
め
、
お
尻
の
筋
肉

を
使
う
運
動
を

お
す
す
め
し
ま

す
。
こ
の
運
動

を
行
う
と
き
は

お
尻
の
内
側
を

使
う
よ
う
に
意

識
し
、
股
関
節

か
ら
動
か
す
イ

メ
ー
ジ
で
行
い

ま
し
ょ
う
。
お

尻
の
内
側
が
働

く
こ
と
で
歩
幅
が
大
き
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
前
に

す
す
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
姿
勢
か
ら
考

え
、
膝
に
捻
じ
れ
の
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
づ
ら

い
体
づ
く
り
の
運
動
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
体
の

状
態
に
よ
っ
て
、
合
う

運
動
と
合
わ
な
い
運
動

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
体
に
合
っ
た
運

動
を
無
理
な
く
出
来
る
範
囲
で
行
っ
て
み
て
下

さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

●
●

ホ
ン
ト
は
知
ら
な
い

●●
の
世
界
⑧

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
が
お
く
る

第 4 回 ～臨床検査技師に聞いてみよう～
「採血・採尿検査について」

 今回は採血検査について中村技師に、採尿検査について細川技師にお聞きします。

～臨床検査技師に聞いてみよう～～臨床検査技師に聞いてみよう～～臨床検査技師に聞いてみよう～

図3

図2 図1

図4図5

正確な検査結果の
ために、採血・採尿の
採り直しにご協力を
お願いします。

臨床検査部臨床検査部臨床検査部



平成30年1月1日～ ■受付時間／（平日）8時30分～11時30分　（土）8時30分～11時00分まで
 ■毎月第2・4土曜日は休診です

科 診察室 月 火 水 木 金 土

内　科

１診 荻島（膠原病） 湯原（膠原病） 湯原（膠原病） 儘田（神経） 湯原（膠原病） 東光（膠原病）
２診 高部（呼吸器内科） 高部（呼吸器内科） 本田（循環器予約） 高部（呼吸器内科） 梅本（循環器） 湯原（膠原病）

３診 酒井（俊）（循環器予約） 第1・2
土浦協同（消化器） 荻島（膠原病） 荻島（膠原病） 加藤（消化器）

４診 栗田（血液） 大屋（循環器） 第3　酒井（義）（消化器）土浦協同医師（循環器） 大屋（循環器）

５診 加藤（消化器） 第1・3　神山
（糖・内分泌完全予約制） 池下（腎内）

小　児

１診 清　水

２診 三　村 今　村 1・3・5　渡辺（章）
2・4　土浦協同 土浦協同病院医師 筑波大医師 10：00～ 清　水

３診

外　科
１診 滝　口 平　沼 飯　塚 平　沼 飯　塚 飯　塚
２診 李 大貫（心臓血管外科） 李 李

脳　外
１診 大　木 田　畑 山　本 田　畑 田　畑 田　畑
２診 大　木 ティプアーパー ティプアーパー 大　木

整　形
１診 亀　田 亀　田 亀　田 桂

1・3・5新井／2・4中川
第3　亀田

新患・急患・予約のみ
２診 戸　塚 桂 戸　塚 戸　塚 第1・5　戸塚

桂
婦　人 １診 土浦協同病院医師 大久保 横　田
皮　膚 １診 片桐 9：30～
泌尿器 １診 奥　村 大　石 石丸（第2・4）予約のみ 松　岡 立　岡 宮　川

眼　科
１診 浅　野 浅野第2･4･5のみ 10：30

まで
浅　野 浅　野 浅　野

２診 井　口 井　口 井　口 井　口 井　口
耳　鼻 １診 田渕 10：30まで 林
ペイン １診 藤　井 藤　井 禁煙外来（予約制）

透　析
午　前 池　下 池　下 土浦協同病院医師 池　下 池　下 １・３・５　高部

（第2・4）　戸田午　後 池　下 池　下 土浦協同病院医師 池　下 池　下

土浦協同病院 なめがた地域医療センター　外来診察表

平成30年度　健康教室

平
成
29
年
9
月
5
日
、
茨
城
県
庁
舎
に
て
、
茨
城
県
救
急
医

療
功
労
者
知
事
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
と
同
様
に
、
鹿
行
地
域
の
救
急
医
療

は
大
変
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
医
療
情
勢
も
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

地
域
で
暮
ら
す
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
よ
う
、
体
制

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

看
護
副
部
長　

鳥
畑
好
江

茨
城
県
救
急
医
療
功
労
者

茨城県救急医療功労者知事賞を受賞


